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昨
秋
（
ᆮ
和
４
年
９
月
）、

節
目
と
し
て
阿
弥
陀
寺
建
立

10
周
年
法
要
が
勤
ま
っ
た
。

節
目
と
は
、
そ
こ
を
ࢪ
に

何
か
が
ହ
わ
り
、
新
た
に
何

か
が
ઢ
ま
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を

௭
物
の
ච
に
教
え
ら
れ
た
。

ච
は
常
ᆝ
で
๜
れ
に
く

く
、
ఊ
っ
ෟ
∈
に
௸
び
る
た

め
、
生
ა
力
を
ொ
෈
す
る
௭

物
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い

る
。
な
ん
と
１
日
に
１
メ
ー

ト
ル
ړ
上
も
௸
び
た
ࡌ
ᇪ
が

あ
る
と
い
う
か
ら
ࣀ
い
た
。

そ
し
て
、
中
が
ࣲ
ຓ
。
し
か

し
節
が
あ
る
た
め
、
強
๘
を

高
め
て
い
る
。節
の
ࠗ
޹
は
、

根
८
が
ࢶ
く
、
上
に
い
く
∲

ど
ৄ
く
な
り
、
先
ൿ
は
ま
た

ࢶ
く
な
る
。

根
८
は
自
୔
に
ശ
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
先
は
઱
葉
を
બ

え
ら
れ
る
た
め
で
、
中
ࠗ
は

ࠗ
޹
が
ৄ
い
こ
と
で
し
な
や

か
さ
が
生
ま
れ
強
࿮
に
ശ
え

ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
ご
法
事
の
۫
み

に
૊
て
い
る
。೹
ࡖ
を
ହ
え
、

初
૨
日
、
ઠ
ୌ
࣢
日
、
一
周

࠸
、
三
回
࠸
と
続
く
。
法
事

の
ࠗ
޹
を
ൾ
く
す
る
こ
と
で

亡
き
人
の
ご
苦
労
を
௿
に
ਆ

む
。
૒
に
૨
回
࠸
、
ୌ
三
回

࠸
と
、
し
ば
し
の
時
を
経
て

法
事
を
۫
む
こ
と
で
ই
人
の

生
き
た
時
代
、
思
い
、
ࠫ
い

に
気
づ
か
さ
れ
る
。
私
た
ち

は
こ
の
۫
み
に
よ
っ
て
、
強

࿮
吹
き
荒
れ
る
๛
๲
の
世
に
、

一
歩
ຄ
み
出
せ
る
௿
を
い
た

だ
け
て
い
る
と
感
じ
る
。

私
に
と
っ
て
節
目
と
は
、

移
ろ
う
世
に
生
き
た
人
に
出

会
え
る
こ
と
。
そ
し
て
、
私

の
ఓか

ら

だ体
も
ま
た
移
ろ
い
ᇢ
い

∻
く
姿
だ
と
気
づ
か
せ
る
力

が
あ
る
。
そ
う
、
私
の
中
ఓ

は
ࣲ
ຓ
で
あ
る
が
ই
に
。

春
が
ହ
わ
り
、夏
が
来
て
、

夏
が
ହ
わ
っ
て
秋
が
来
る
の

で
は
な
く
、
春
の
中
に
夏
の

気
༖
が
ྱ
い
ઢ
め
、
秋
の
中

に
も
冬
が
ઢ
ま
り
つ
つ
あ
る

と
、ॎ
好
法
ન
は
⅒
๋
然
೷
⅓

で
知
ら
せ
て
く
れ
て
い
た
。

　
　
節
目

大
谷

義
文
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恭
賀
新
年
　
　
　

本
山
佛
光
寺

慶
き
ょ
う

讃さ
ん

法ほ
う

会え

令
和
５
年
５
月
12
日
（
金
）
～
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

19
日
（
金
）
～
21
日
（
日
）

             

26
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）



〒862-0910 熊本市東区健軍本町6-10　電話 096-369-1138

生　春翠・勝弘指導者

漢字／臨書／かな／ペン／
くらしの書（実用書道）

成人部

幼児・小中学生
各学年（毛筆・硬筆）

生徒部

（家族・親族の安心プラン）
ファミリープラン

１日葬プランもあります。19.8万円（税込み）より

33万円より税込み

info@kiyamasougi.jp

阿弥陀寺だより

か
つ
て
成
田
三
樹
夫
と
い

う
俳
優
が
居
り
ま
し
た
。

最
初
に
知
っ
た
の
は
小
学

生
の
頃
。
土
曜
の
午
後
に
テ

レ
ビ
で
観
た
何
か
得
体
の
し

れ
な
い
探
偵
役
で
し
た
。

そ
の
後
、
ザ
・
ガ
ー
ド
マ

ン
や
仁
義
な
き
戦
い
、
柳
生

一
族
の
陰
謀
等
に
出
演
。
私

の
中
の
日
本
の
悪
役
俳
優

オ
ー
ル
タ
イ

ム
ベ
ス
ト
ワ

ン
に
な
り
ま

し
た
。
暴
力

性
を
前
面
に

押
し
出
し
た

悪
で
は
な
く
、

ど
こ
か
ニ
ヒ

ル
な
イ
ン
テ

リ
悪
役
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
に
惹

か
れ
ま
し
た
。

外
国
で
は
ア
ラ
ン
・
リ
ッ

ク
マ
ン
（
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・

ザ
・
リ
ン
グ
）、他
に
は
リ
ー
・

ヴ
ァ
ン
・
ク
リ
―
フ
（
夕
陽

の
ガ
ン
マ
ン
）。

映
画
の
話
は
止
ま
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
悪
役
が
好
き
で

す
。

（
↓

箱
好
き
猫
）

柱は
し
ら

新あ
ら

人と

（
詫
間

洋
志
）
句
会

楓
か
え
で

組

阿
弥
陀
寺
建
立
10
周
年
＋２
記
念
法
要
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新
春
初
名
画
で
観
る

ジ

ャ

ズ
・
ナ

ン

バ

ー

は
、
２
０
０
４
年
公
開
の

「
Ｓ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
」

で
す
。

東
北
の
片
田
舎
の
女
子
高

校
生
た
ち
が
、
ジ
ャ
ズ
に
魅

了
さ
れ
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
を

結
成
し
、
そ
の
奮
闘
と
成
長

を
描
い
た
青
春
コ
メ
デ
ィ
。　
　

主
演
の
上
野
樹
里
、
他
出

演
者
の
全
員
が
ジ
ャ
ズ
未
経

験
者
で
、
撮
影
の
４
か
月
前

か
ら
猛
特
訓
し
、
本
番
で
は

出
演
者
全
員
の
吹
き
替
え
な

し
の
本
演
奏
が
素
晴
ら
し
く
、

ラ
ス
ト
ま
で
突
っ
走
る
爽
快

感
が
見
所
で
す
。

グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
楽
団
で
有

名
な
「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」

「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ
ー

デ
」「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
」
な
ど
往
年
の
ジ
ャ

ズ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ナ
ン

バ
ー
が
パ
ワ
フ
ル
に
炸
裂
し

ま
す
。
世
界
が
ジ
ャ
ズ
を
聴

い
て
、
平
和
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

総
代
の
森
雄
二
で
す
。
社

会
保
険
労
務
士
を
し
て
い

ま
す
。
ジ
ャ
ズ
に
熱
狂
し

た
、
青
春
時
代
を
回
想
し
、

ひ
と
言
つ
ぶ
や
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
付

き
合
い
お
願
い
し
ま
す
。

総代のつぶやき ４３

♬o
オフ

ff・b
ビート
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寒
く
な
っ
て
き
た
。
同
時

に
人
肌
恋
し
い
時
期
に
突
入

し
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

せ
め
て
秋
の
訪
れ
を
肌
で
感

じ
て
お
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、

近
年
、
温
暖
化
の
影
響
も

あ
っ
て
か
、
夏
が
長
引
き
秋

を
感
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
冬
に

入
る
と
い
う
年
が
続
い
て
い

る
。
今
年
も
秋
の
訪
れ
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

先
日
、あ
る
居
酒
屋
で「
最

近
、
秋
が
来
な
い
ね
」
な
ん

て
話
を
店
の
マ
マ
に
し
て
み

た
。
も
う
じ
き
80
歳
に
も
な

る
マ
マ
は
私
に
こ
う
言
う
。

「
あ
た
し
は
ね
、
年
中
店
を

や
っ
て
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
で

外
も
出
な
い
か
ら
秋
が
来
て

も
気
づ
か
な
い
ん
だ
よ
」
と

な
ぜ
か
満
面
の
笑
み
で
。
す

る
と
、「
俺
ら
は
こ
う
し
て

マ
マ
の
店
で
毎
日
飲
ん
で
る

か
ら
、
季
節
な
ん
て
関
係

な
い
ん
だ
よ
、
な
あ
マ
マ
」、

「
そ
う
ね
え
、
で
も
暑
い
か

寒
い
く
ら
い
か
は
わ
か
る
わ

よ
」。
横
に
座
る
常
連
客
と

マ
マ
が
そ
ん
な
会
話
を
し
て

笑
い
合
う
。
後
ろ
か
ら
も
笑

い
声
が
す
る
。
気
づ
け
ば
店

内
は
常
連
客
で
埋
ま
っ
て
い

た
。
そ
こ
に
は
昔
か
ら
あ
る

よ
う
な
自
然
な
人
の
温
か
み

が
あ
っ
た
。
何
か
と
変
化
を

感
じ
に
く
く
な
っ
た
今
、
変

わ
ら
ず
そ
こ
に
あ
る
も
の
に

触
れ
た
。
冬
の
匂
い
が
し
た
。

新
し
い
１
年
が
は
じ
ま
る
。

釋
し
ゃ
く

芳ほ
う

隆
り
ゅ
う

（
大お

お

谷た
に

隆
り
ゅ
う

）

第３回

『
大お

お

江え

戸ど

日に
っ

記き

！
』

私
は
今
29
歳
。
時
折
、「
ご

結
婚
は
ま
だ
で
す
か
」
と
尋

ね
ら
れ
る
こ
と
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

あ
る
日
、
お
参
り
先
で

「
丙

ひ
の
え
う
ま

午
に
生
ま
れ
た
女
性
の

こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
」

と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

そ
の
言
葉
を
初
め
て
聞
き
ま

し
た
。

調
べ
て
み
る
と
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
年
に
生
ま
れ

た
女
性
は
、
気
性
が
荒
く
夫

を
殺あ

や

め
て
し
ま
う
と
い
う
伝

説
が
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。　
　
　

前
回
の
丙
午
は
１
９
６
６

年
。
言
い
伝
え
の
影
響
は
色

濃
く
、
そ
の
年
に
生
ま
れ
た

女
性
は
苦
労
を
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
そ
の
方
も
「
私
は
丙

午
の
年
に
生
ま
れ
た
か
ら
、

結
婚
す
る
ま
で
大
変
だ
っ
た

ん
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

現
代
は
科
学
が
発
達
し
て
、

す
べ
て
の
物
事
に
根
拠
を
求

め
る
「
知
識
基
盤
社
会
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
た
ち
は
科
学
的
根
拠
の
な

い
迷
信
に
振
り
回
さ
れ
な
が

ら
生
き
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
思
い
通
り
に
な
り
た
い

私
と
、
思
い
通
り
に
な
ら
な

い
こ
と
か
ら
目
を
背
け
た
い

私
が
、
決
し
て
消
え
て
な
く

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ

が
煩
悩
に
苦
し
む
私
た
ち
の

本
当
の
姿
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

釋
し
ゃ
く

智ち

明
み
ょ
う

（
川か

わ

村む
ら

智と
も

明あ
き

）第19回

『
肥ひ

後ご

山さ
ん

中
ち
ゅ
う

膝ひ
ざ

栗く
り

毛げ

』

昨
年
９
月
、
建
立
10
周
年

法
要
が
勤
ま
り
、
私
が
開
式

を
知
ら
せ
る
鐘か

ね

を
鳴
ら
し
ま

し
た
。
本
堂
に
響
く
音
を
聴

き
な
が
ら
、
い
ま
ま
で
の
出

来
事
が
思
い
返
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
法
事
を
勤
め
た
時

の
緊
張
。
声
を
か
け
ら
れ
、

名
前
を
覚
え
て
も
ら
っ
た
喜

び
。
お
参
り
に
伺
っ
て
い
た

方
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
の
悲

し
み
。
縁
あ
っ
て
阿
弥
陀
寺

で
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
中
で
の
経
験
で
し
た
。

布
教
使
の
方
々
の
ご
法
話

は
「
ご
縁
」
が
テ
ー
マ
で
し

た
。
人
、
場
所
、
出
来
事
、

す
べ
て
の
出
遇
い
が
、
私
の

思
い
を
超
え
た
は
た
ら
き
で

成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
と
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　

よ
く
よ
く
思
え
ば
、
私
が

僧
侶
に
な
っ
た
こ
と
も
不
思

議
で
す
。
自
分
の
力
で
歩
ん

で
き
た
よ
う
で
、
そ
こ
に
は

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

と
の
出
遇
い
が
あ
っ
た
の
で

す
。法

要
で
鳴
ら
し
た
鐘
に
は

「
石い

わ

見み
の

国く
に

、
大
正
３
年
」
の

文
字
。
１
０
０
年
前
に
島
根

県
に
あ
っ
た
阿
弥
陀
寺
が
熊

本
へ
と
移
り
、
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
鐘
を
今
、

私
が
鳴
ら
さ
せ
て
い
た
だ
く

「
ご
縁
」
の
不
思
議
を
思
い

ま
し
た
。

釋
し
ゃ
く

博は
く

真し
ん

（
栃と

ち

原は
ら

真ま
さ

人と

）
第40回

『
御ご

修し
ゅ

行
ぎ
ょ
う

奮ふ
ん

闘と
う

記き

』
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残
月
や

成な

り

田た

三み

樹き

夫お

と
い
ふ

                         

浪
漫

　３名の布教使のリレーで、寺院の存続する意義、

そして、ご自身が教えを聞く身として生まれてきた

ご経験を語っていただきました。

はが みちこ  布教使

中井 賢隆  布教使

大谷 義博  布教使

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
影
響
で
、

２
年
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
秋
、

無
事
に
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
お
寺
を
維
持
し
て
い
く
所
存
で
す
。

『仏説阿弥陀経』拝読



阿弥陀寺だより

　
　
　

猫⅚
こ

伏Ⅹ
ℽ

石い
し

の
声

令
和
５
年

法
要

　
　
　
　
　
　
寺
子
屋
予
定

◉

報
恩
講

１
月
７
日
（
土
）
13
時
～

法
話

保
芦

宏
亮

師

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
料
理
研
究
家
）

◉

差
向
け
布
教

２
月
27
日
（
月
）
13
時
30
分

法
話

護
城

一
哉

師

（
福
井
県

西
雲
寺
住
職
）

◉

春
彼
岸
会

法
要

３
月
19
日
（
日
）
13
時
30
分

「
精
神
科
医
と

　
　
能
楽
師
と
読
む
経
典
」

安
田

登  

師
（
能
楽
師
）

大
島
淑
夫

師
（
精
神
科
医
）

◉

寺
子
屋

６
月
18
日
（
日
）
14
時
～

安
田

登  

師
（
能
楽
師
）

ゲ
ス
ト
未
定

◉

法
話
の
会

７
月
２
日
（
日
）
14
時
～

法
話

川
村

智
明

　
　
　
　
栃
原

真
人

　
　
　
　
大
谷

義
文

◉

秋
彼
岸
会

法
要

ガ
ー
ル
ズ
・

　
　
　
　
ダ
ン
マ
・
ト
ー
ク

９
月
23
日
（
土
）
秋
分
の
日

　
　
　
　
　
　
　
13
時
30
分

法
話

は
が
み
ち
こ

師

　
　
　
　（
岡
山
・
正
覚
寺
）

　
　
　
有
馬
麻
衣
子

師

        

（
長
崎
・
正
覚
寺
）

◉

法
話
の
会

10
月
15
日
（
日
）
14
時
～

法
話

川
村

智
明

　
　
　
　
栃
原

真
人

　
　
　
　
大
谷

義
文

◉

寺
子
屋

11
月
３
日
（
金
）
14
時
～

安
田

登  

師
（
能
楽
師
）

玉
川
奈
々
福

師

　
　
　
　
　
　  (

浪
曲
師
）

◉

歳
暮
の
会

12
月
23
日
（
土
）
14
時
～

安
田

登  

師
（
能
楽
師
）

ゲ
ス
ト
未
定

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発

生
状
況
等
で
、
予
定
を
変
更
す

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
、
お
寺
に
問
い
合

わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

p

日

時
・
２
月
27
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

法

話
・
護ご

城
じ
ょ
う

一か
ず

哉や

布
教
使
（
福
井
県

西
雲
寺
住
職
）　
　
　

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

報
恩
講
（
親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
）

日

時
・
１
月
７
日
（
土
曜
日
）

　
　
　

午
後
１
時
か
ら
読
経
・
法
話

法

話
・
保ほ

芦あ
し

宏ひ
ろ

亮す
け

師
（
東
京
）

　
　
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
料
理
研
究
家

　
　
　

ミ
ャ
ン
マ
ー
カ
レ
ー
（
レ
ト
ル
ト
）
製
造
・
販
売

       

（
株
）
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」
代
表
取
締
役

差
向
け
布
教

納
骨
堂
追
弔
法
要

永
代
経
法
要

年回忌表 令和 5 年 (2023)

!2 ਔܝ　႓გ! 5 年Ȫ3133ȫ

!4 !႓გ!!ܝٝ 4 年Ȫ3132ȫ

!8 ໹଼　ܝٝ 3: 年Ȫ3128ȫ

24 ໹଼!!ܝٝ 34 年Ȫ3122ȫ

34 ໹଼!!ܝٝ 24 年Ȫ3112ȫ

38 !໹଼!!ܝٝ : 年Ȫ2::8ȫ

44 !໹଼!!ܝٝ 4 年Ȫ2::2*

48 ઎გ!!ܝٝ 73 年Ȫ2:98ȫ

61 ઎გ!!ܝٝ 5: 年Ȫ2:85*
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